
　5月11日、親子ニコニコ子育てサロンと親子サロン

が合同でおこなわれ、親子連れら約50人が参加しま

した。 

　保健センターでのミニミニコンサートでは、音楽

にあわせて体を動かし、そのあと、中央公民館横の

芝生広場に移動し、好天のなかシャボン玉遊びを楽

しみました。 

みんなニコニコ笑顔 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

危険業務従事者叙勲など 
みんなの広場 

手話教室の参加者募集など 

水道週間など 
行政ニュース 
乗り入れ地域を拡大 

INFORMATION

大峯山行者まいりの旅（6） 
ふるさとの旅日記 
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町
内
巡
回
バ
ス 

乗
り
入
れ
地
域
を
拡
大 

　
の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
7
月
１
日
か
ら
新
た
な
運
行
内
容
で
、
み
な
さ
ん
の
日
常

生
活
の
足
と
し
て
運
行
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
も
、
運
行
時
間
帯
の
拡
大
や
運
行
便
数
の
増
便
な
ど
、
新

し
い
運
行
内
容
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
で
は
、

さ
ら
に
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
6
月
30
日
ま
で
は
現
行
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。
 

  ▼
乗
り
入
れ
地
域
の
拡
大
 

　
巡
回
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
を
見
直
し
、
新
た
に

市
田
地
域
・
栄
１
･
2
丁
目
地
域
・
東
一
口
地
域

に
乗
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
市
田
地
域
に
は
「
市

田
」
・
「
鈴
間
」
・
「
市
田
西
」
、
栄
１
･
2
丁

目
地
域
に
は
「
栄
中
央
公
園
」
、
東
一
口
地
域
に

は
「
前
川
橋
」
・
「
排
水
機
場
前
」
・
「
東
一
口

西
」
、
西
一
口
地
域
に
は
「
西
一
口
」
と
そ
れ
ぞ

れ
バ
ス
停
を
新
設
し
ま
す
。
 

▼
現
行
の
運
行
ル
ー
ト
に
も
バ
ス
停
留
所
を
新
設
 

　
新
し
い
運
行
内
容
の
な
か
で
、
現
行
の
運
行
ル

ー
ト
と
変
わ
り
の
な
い
区
間
に
つ
い
て
も
、
よ
り

ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
く
す
る
た
め
、
バ
ス
停
間

隔
を
見
直
し
、
東
ル
ー
ト
に
「
新
タ
マ
キ
」
・
「
中

学
校
前
」
・
「
佐
山
東
代
」
、
西
ル
ー
ト
に
「
村

東
」
・
「
近
協
パ
レ
ス
前
」
な
ど
、
バ
ス
停
を
新

設
し
ま
す
。
 

▼
運
行
時
間
帯
の
拡
大
 

　
東
西
ル
ー
ト
と
も
、
次
の
と
お
り
朝
夕
の
運
行

時
間
帯
を
拡
大
し
、
通
勤
や
通
学
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
 

　
東
ル
ー
ト
は
、
（
現
行
）
午
前
9
時
10 
分
〜
午

後
5
時
↓
（
新
計
画
）
午
前
7
時
45
分
〜
午
後
5

時
48
分
 

　
西
ル
ー
ト
は
、
（
現
行
）
午
前
8
時
38
分
〜
午

後
5
時
27
分
↓
（
新
計
画
）
午
前
6
時
50
分
〜
午

後
6
時
54
分
に
そ
れ
ぞ
れ
運
行
時
間
帯
を
拡
大
し

ま
す
。
 

▼
運
行
便
数
の
増
便
 

　
東
ル
ー
ト
は
、
（
現
行
）
8
循
環
↓
（
新
計
画
）

9
循
環
 

　
西
ル
ー
ト
は
、
（
現
行
）
4
・
5
往
復
9
便
↓

（
新
計
画
）
9
往
復
18 
便
に
そ
れ
ぞ
れ
運
行
便
数

を
増
便
し
ま
す
。
 

▼
東
西
両
ル
ー
ト
を
無
料
で
乗
り
継
げ
る
乗
継
券

　
を
新
設
 

　
乗
継
券
に
よ
り
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
で
、

東
ル
ー
ト
と
西
ル
ー
ト
を
無
料
で
乗
り
継
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
」
で
運

賃
を
払
っ
て
降
り
る
と
き
に
、
乗
務
員
に
乗
り
継

ぎ
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
乗
務
員
が

日
付
を
押
印
し
た
乗
継
券
を
発
行
し
ま
す
。
乗
り

継
い
だ
先
で
巡
回
バ
ス
を
降
り
る
と
き
、
そ
の
乗

継
券
を
出
せ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。
 

        ▼
巡
回
バ
ス
専
用
回
数
券
を
販
売
 

　
1
，
2
0
0
円
分
（
8
枚
綴
り
）
の
利
用
が
で

き
る
巡
回
バ
ス
専
用
回
数
券
を
1
，
0
0
0
円
で

販
売
し
ま
す
の
で
、
巡
回
バ
ス
車
内
、
役
場
都
市

計
画
課
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
 

　
回
数
券
１
枚
で
巡
回
バ
ス
に
１
回
乗
車
（
１

5
0
円
分
）
で
き
、
通
常
の
バ
ス
カ
ー
ド
よ
り
も

お
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
カ
ー
ド
や
京
阪
グ
ル
ー
プ
共
通
バ
ス
カ
ー

ド
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

 　
バ
ス
の
運
行
に
は
国
の
認
可
が
必
要
で
あ
り
、

上
記
の
内
容
は
、
現
在
、
申
請
中
の
も
の
で
す
。
 

　
新
た
な
運
行
内
容
に
よ
る
運
行
実
施
は
平
成
17 

年
7
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
手

続
き
を
進
め
る
な
か
で
、
一
部
、
変
更
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

前川橋 

京阪淀駅 

淀新町 

北川顔 

大
藤
神
社
東 

近
協
パ
レ
ス
前 

坊
ノ
池 

中島 

相島西 

西
一
口 

東
一
口
西 

排
水
機
場
前 

東一口南 

相
島
公
会
堂
前 

御
牧 

村
東 

ジャスコ久御山店前 

鈴間 
市田 

市田西 
新
タ
マ
キ 

中
央
公
園
・
荒
見
苑
前 

中
学
校
前 

島田 
ＮＴＴ北 

田井荒見 

久御山町役場前 

下津屋北 宮ノ後公園 

下
津
屋
南 

下
津
屋
サ
ン
ハ
イ
ツ 

下
津
屋
口 

佐
山 

西林 

佐山小学校東 

佐古 

佐
山
東
代 

久
御
山
団
地
口 

林 

栄中央公園 

久
御
山
団
地 

西
栄
町 

相島北 

御
牧
小
学
校 

新運行計画路線図 凡　例 

東ルート 

東ルート（１循環目のみ） 

西ルート 

西ルート（始発・終発のみ） 

西ルート（朝１往復のみ） 

既存バス停 

新設バス停 
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相
談
窓
口
 

町の情報を公開しています 

　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個
人
情
報
の
利
用

目
的
を
特
定
し
、
本
人
の
同
意
を
得
な
い
で
第
三

者
に
個
人
情
報
を
提
供
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
と
安
全
管
理

措
置
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
個
人
情
報
の
本
人
は
、
事
業
者
に
対
し
て
自
分

に
関
す
る
情
報
の
開
示
や
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
同
時
に
、
事
業
者
が
法
律
の
義
務
に
違

反
し
て
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
利
用
停
止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
事
業
者
は
、
開
示
や
訂
正
の
求
め
に
応
じ
ら
れ

な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
示
な
ど
の
具
体
的

な
手
続
き
は
、
各
事
業
者
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
法
律
は
、
5
，
0
0
0
件
を
超
え
る
個
人

情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
使
っ
て
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
た
個
人
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、
体
系
的
に
構
成
さ
れ

た
紙
ベ
ー
ス
の
情
報
等
を
事
業
活
動
に
利
用
し
て

い
る
事
業
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

 

　
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
、
す
べ

て
の
個
人
情
報
が
守
ら
れ
、
開
示
さ
れ
、
訂

正
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の
提
供
に
つ
い
て
も
、

事
業
者
が
あ
ら
か
じ
め
本
人
に
通
知
、
ま
た

は
提
供
す
る
こ
と
を
本
人
が
容
易
に
知
り
得

る
状
態
に
置
い
て
い
る
と
き
は
、
個
人
デ
ー

タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
個
人
情
報
は
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
悪
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
個
人
情
報
を
む
や
み
に

提
供
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
の
個
人
を
特

定
で
き
る
情
報
は
安
易
に
他
人
に
提
供
し
な
い
よ

う
に
し
、
自
分
の
情
報
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意

識
が
大
切
で
す
。
 

   ▽
広
報
行
政
課
1
0
7
5
（
6
3
１
）
9
9
9
3

　
　
　
　
　
　
　
0
7
7
4
（
4
5
）
3
9
2
6
 

▽
京
都
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
1
0
7
5
（
8
0
１
）
9
１
１
9
 

 

　
個
人
情
報
保
護
法
が
民
間
事
業
者
の
み
な
さ
ん
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
I
T
（
情
報
通
信
技
術
）
社
会
の
便
益
を
享
受
す
る
た
め
の
制
度

的
基
盤
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
今
年
4
月
1
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
個
人
の
権
利
や
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

個
人
情
報
保
護
法 

主
な
法
律
の
内
容
 

安
易
な
提
供
は
 

　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う
 

▼個人情報取扱事業者に適用される内容 

・個人情報の利用目的を特定。目的外利用は禁止 
・個人情報は適正に取得 
・取得に際しては利用目的を通知または公表 
・本人から直接書面で取得する場合は、利用目的をあらかじめ明示 

・個人データの正確性を確保 
・個人データを安全に管理 
・従業者、委託先を監督 

・本人の同意を得ない個人データの第三者への提供は原則禁止 
・本人の求めに応じて第三者提供を停止すること 
・一定の事項をあらかじめ通知等しているときは、本人の同意を得 
　ずに第三者提供することが可能 

・本人からの求めに応じて保有個人データの開示、訂正、利用停止 
　等に対応 
・個人情報の取り扱いに関する苦情を適切かつ迅速に処理 
 

利用・取得 

適正・安全な管理 

第三者提供の制限 

開示等・苦情処理 

　町では、より開かれた町政を推進するため、情報公開制度を実施
しています。 
　この制度は、住民のみなさんの知る権利を尊重し、町が保有して
いる情報(公文書)の公開を請求する権利を保障するものです。 
　この制度により、町がおこなっている行政の諸活動をみなさんに
公開のうえ、説明する責任を果たし、行政への住民参加を促すこと
を目的としています。 

　運用状況の公表 
　平成16年度中において、情報公開制度により、受理した請求とそ
の処理状況は、下表のとおりでした。 
問い合わせ／広報行政課 

※上記以外の実施機関（消防長、選挙管理委員会、監査委員会、
　公平委員会、農業委員会、固定資産評価審査委員会）につ
　いては、請求がありませんでした。 

実施機関 
請求人数 請求件数 

件数等 

町　　　長 
議　　　会 
教育委員会 
合　　　計 

3
1
3
7

3
2
3
8

3
2
3
8

― 
公開 非公開 
処理状況 

― 
― 
― 
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納
付
書
の
ハ
ガ
キ
化
と
 

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
に
つ
い
て
 

 

水
道
（
配
水
）
管
を
 

　
　
　
　
　
　
洗
管
し
ま
す
 

府
営
水
道
宇
治
浄
水
場
 

施
設
公
開
（
ア
ジ
サ
イ
公
開
）
 

上
下
水
道
料
金
の
減
免
 

第47回水道週間　6月1日～7日 
「水道水 まちのすみまで 未来まで」 

　水道週間は、毎年6月1日から7日までの一週間、

水道について国民の理解と関心を高めることを

目的に昭和34年に設けられました。 

（平成17年度厚生労働省全国スローガン） 

前立腺がん検診が始まります！ 
　町では、前立腺がんの早期発見
のため、今年度から前立腺がん検
診を始めます。 
　前立腺がんの検査は、基本健康
診査の血液検査と同時にできる検
査（血液特異抗原検査）です。 
 

検診期間／6月１日d～9月30日f 
検診機関／久御山町・宇治市・城陽市
　　の協力医療機関（大橋辺地区の住
　　民のみ淀地区の協力医療機関でも
　　受診可能） 
対象／町内在住の55歳以上の男性で、
　　職場で検診の機会がない人 

一部負担金／200円（免除制度が
　　あります） 
持ち物／健康手帳、健康保険証等 
　詳しくは、折り込みチラシ「基
本健診案内」をご覧ください。 
問い合わせ／長寿健康課 
 

    　
6
月
中
旬
に
お
届
け
す
る
4
・
5
月
分
の
上
下

水
道
料
金
納
付
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
封
書
か
ら
ハ

ガ
キ
に
変
更
し
て
送
付
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
納
付
場
所
は
、
金
融
機
関
等
に
加
え
て

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
除
く
）
で
も
お

支
払
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
「
水
道
課
か
ら

の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

   　
生
活
保
護
世
帯
や
母
子
世
帯
な
ど
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
に
対
し
、
水
道
・
下
水
道

料
金
の
基
本
使
用
料
の
一
部
を
減
免
し
、
負
担
を

軽
減
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
①
生
活
保
護
世
帯
 

　
　
②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
65
歳
以
上
の
ひ

　
　
　
と
り
暮
ら
し
老
人
世
帯
 

　
　
③
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
18 
歳
未
満
の
児

　
　
　
童
を
養
育
す
る
母
子
世
帯
 

減
免
額
／
水
道
・
下
水
道
の
基
本
使
用
料
の
う
ち
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
月
額
5
0
0
円
 

申
請
／
6
月
15 
日
d
ま
で
に
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
 

　
　
え
水
道
課
へ
。
現
在
、
減
免
を
受
け
て
い
る

　
　
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。
 

　
　
　
平
成
17 
年
１
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

　
　
人
は
、
前
住
所
地
の
平
成
17 
年
度
市
町
村
民

　
　
税
非
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。
 

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
申
請
日

　
以
降
の
最
も
近
い
検
針
日
か
ら
の
適
用
に
な
り

　
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

    　
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
て
清
潔
な
水
を
各
家
庭
な

ど
に
お
届
け
す
る
た
め
、
水
道
管
の
洗
管
作
業
を

お
こ
な
い
ま
す
。
 

　
洗
管
期
間
中
は
、
水
圧
の
低
下
や
濁
り
水
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

洗
管
作
業
中
に
水
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
蓄
え
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
受
水
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

残
量
に
注
意
し
、
洗
管
時
間
中
に
給
水
し
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
2
日
e
　
午
後
11 
時
〜
3
日
f
　
午

　
　
前
5
時
 

　
　
3
日
f
　
午
後
11 
時
〜
4
日
g
 
午
前
5
時
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

    日
時
／
6
月
4
日
g
（
雨
天
決
行
）
　
午
前
10 
時
 

 

　
　
〜
午
後
4
時
 

場
所
／
京
都
府
営
水
道
事
業
所
宇
治
浄
水
場
（
宇

　
　
治
市
宇
治
下
居
64
）
 

交
通
／
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
宇
治
駅
下
車
　
徒
歩
10 
分
 

　
　
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
ご
来

　
　
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
浄
水
場
内
施
設
と
ア
ジ
サ
イ
の
公
開
、
府

　
　
営
水
道
展
示
Ｐ
Ｒ
、
浄
水
汚
泥
を
利
用
し
た

　
　
「
園
芸
用
土
」
の
提
供
、
地
元
産
品
の
即
売

　
　
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
営
水
道
事
業
所
宇
治
浄
水

　
　
場
1
0
7
7
4
（
2
4
）
１
5
2
１
 

  

せん 
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　町では、だれもがお互いの個性や能力を生か

しながら、自分らしく生きることのできる男女

共同参画社会の実現に向けて、夢や希望、エネ

ルギーを発信するため、男女共同参画フェステ

ィバルを開催します。 

　今年は、映画「折り梅」の上映会と松井久子

監督の講演会をおこないます。申し込みはいり

ませんので、お誘い合わせのうえ、多数ご参加

ください。 

苦しみを乗り越えて、家族が信頼と絆で結ばれる。 

そして折れても、老いても、美しく咲く梅のように、いのちが輝く― 

 

きずな 

男女共同参画フェスティバル 

〈と　き〉 

〈ところ〉 

6月25日G 
午後1時～3時30分 

ゆうホール 交流ホール 

内容 
�第1部　午後1時～3時　 
　映画「折り梅」上映会 
�第2部　午後3時～3時30分　 
　講演会 
　講師／松井久子監督 
　演題／50歳からの挑戦　～女性た
　　　　ちの思いを映画に託して～ 
定員：200人 
問い合わせ：社会教育課 

△ 
△ 

映

画

 

上

映

会

＆

 

　 松 井 久 子 監 督 の 講 演 会  



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

▲レンゲ畑で遊ぼう（4月27日・林中垣内） 
▲フラワーアレンジメント教室 
　（5月7日・ゆうホール） 
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総合体育館 

第17回町総体総合開会式 

熱戦の幕開け 
　5月8日、総合体育館で第17回久御山町総合体育大会総

合開会式がおこなわれ、体育協会に加盟する18団体の選

手や役員ら約450人が参加しました。 

　旗手を先頭に各団体が行進して入場。選手を代表し、町

ゲートボール連合の田井博視さんが力強く選手宣誓をおこ

ない、大会の成功とお互いの健闘を誓いました。 

　式典で、表彰された個人や団体は、次のとおりです。 

【体育功労賞】田口かすみ（バレーボール） 

【スポーツ奨励賞】山形佳代（剣道） 

【優秀選手賞】京都久御山真武館（剣道）、久御山中学校

剣道部男子、久御山高校剣道部男子、久御山2236（軟式

野球）、南光龍樹（空手道）、丹羽智大（空手道）、井上菜

摘（剣道）、井上陽平（剣道）、出田千鶴（駅伝）、森岡大

成（水泳）、藤本理沙（ソフトボール）、荒木慶（水泳） 

【特別表彰】町軟式野球チーム、町男子バスケットボール

チーム、町サッカーチーム、町バドミントンチーム、河原

　博之（砲丸投げ）、町グラウンド・ゴルフチーム 

 

堀池　宏さん（栄） 

危険業務従事者叙勲 

消防の発展に貢献 

▲力強く選手宣誓 

　第4回危険業務従事

者叙勲で、堀池宏さん

（栄・62歳）が瑞宝

単光章を受章されまし

た。 

　堀池さんは、昭和

47年4月に町消防本

部の消防士になり、以

来、消防司令長として

定年退職するまでの

31年間、消防業務に

精励し、発展に貢献されました。 

　昭和49年に消防署設置の政令指定を受け、府下の町村

で危険物施設保有等事業所数が一番多い状況のなか、京都

府危険物安全協会久世郡支部が独立。また、消防法により

選任届出された防火管理者の相互の連携と、自主防火管理

の遂行などを図る組織として、久御山町防火管理者連絡協

議会の設立・発足に尽力。危険物の安全確保や防火管理体

制の充実、大型商業施設のオープン時の消防設備の指導な

どの業績をあげられました。 

　一方、警防活動では、大規模な合成樹脂類の工場やプラ

スチック製品の工場火災に出動。的確に部下隊員を指揮し、

懸命の消火活動を敢行、周囲への延焼防止活動に大きく尽

力されました。 

　今回の受章で、「自分ひとりの力ではなく、職場の同僚

や家族らの協力で受章できました」また、「今後も、微力

ながらも地域の防犯・防災体制の充実などに協力していき

たい」と力強く語られていました。 



▲パパ＆ママ教室（5月14日・保健センター） ▲水防訓練（5月16日・木津川堤防） 

東角小学校 東一口地区 

創立30周年記念式典 

節目の年を祝う 早くも収穫が待たれる 

▲保育参観（5月
10日・東角幼稚

園） 

4月15日から5月14日までの受付分（敬称略） 

▲式典でのパネルディスカッション 
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▲田植え機で整然と田植え 

　東一口地区では、ゴールデンウィークの4月下旬から極

早稲品種のアキタコマチやヒトメボレなどの田植えが始ま

り、早くもお盆過ぎの収穫が待たれています。 

　裏作として、8月下旬には種をまき、久御山町特産の淀

大根を栽培される内田浩幸さんは、「稲作のあとの田んぼ

で大根を作ると、白くて肌つやのきれいなものができるの

で、毎年、この時期に田植えをしている」と話しておられ

ました。 

毎日、笑いを提供してくれてありがとう！ 

島田　斎藤貴司・育子さんの長女 

（平成15年7月25日生） 

斎藤　友理映ちゃん 
さいとう　　ゆ　り　え 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

岩
井
　
健
治
 

南
　
　
和
孝
 

成
田
　
　
誠
 

玉
井
　
啓
太
 

　
和
美
 

　
晴
美
 

　
い
づ
み
 

　
梓
 

中
　
島
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
林
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

秀
海
・
め
ぐ
み
 

健
史
・
み
ゆ
き
 

真
一・
智
香
子
 

弘
章
・
香
奈
 

英
世
・
恵
子
 

哲
男
・
美
佐
 

晃
一
・
由
美
 

正
照
・
広
美
 

実
・
こ
の
み
 

大
吾
・
智
子
 

裕
史
郎
・
麻
衣
 

 

島
　
田
 

　
森
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
栄
 

長
谷
川
な
な
み
 

鈴
木
　
美
緒
 

大
木
　
苺
香
 

川
口
　
莉
央
 

森
下
　
　
舞
 

長
濱
　
颯
翔
 

伊
藤
　
光
陽
 

小
畠
　
諒
也
 

　
田
　
佳
祐
 

水
谷
　
健
吾
 

竹
本
　
美
桜
 

 　み

お
 

い
ち
か
 

　り

お
 

　
　
ま
い
 

　は
や
と
 

　ひ
な
た
 

り
ょ
う

や
 

け
い
す
け
 

け
ん
ご
 

　み

お
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

薫風の中、極早稲の田植え 

　5月14日、東角小学校（林陽子校長）で、創立30周年

記念式典が開かれ、校歌斉唱のあと、依田教育委員長の進

行で、同校の歩みを振り返り、坂本町長をはじめ、児童代

表や卒業生代表、保護者代表でパネルディスカッションが

おこなわれました。 

　また、校歌を作詞された仲務さんと、作曲された金森光

煕さんが、校歌が誕生したときのエピソードや歌い方など

を紹介されました。 

 

ごく 

わ   せ 



A
街
灯
の
整
備
・
充
実
に
 

努
め
て
い
ま
す
 

 

A
町
政
運
営
に
反
映
し
て
い
ま
す
 

Q
街
灯
が
少
な
く
暗
い
の
で
 

も
っ
と
明
る
く
で
き
ま
せ
ん
か
 

Q

Q
バ
ス
停
の
放
置
自
転
車
等
を
 

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
 

 

Q
エ
コ
ー
ポ
ス
ト
の
投
書
は
 

町
政
に
反
映
し
て
く
だ
さ
い
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エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

A
撤
去
し
ま
し
た
 

幼
保
一
体
化
で
 

制
服
も
変
わ
り
ま
す
か
 

 

A
負
担
を
少
な
く
す
る
方
法
で
 

考
え
て
い
き
ま
す
 

 

       　
町
内
を
夜
歩
く
と
、
と
て
も
暗
い
で
す
。
街
灯

も
少
な
く
暗
す
ぎ
ま
す
。
街
灯
が
つ
い
て
い
て
も

薄
暗
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
明
る
く
で
き
ま
せ

ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  　
街
灯
の
基
本
的
な
設
置
は
、
約
40
㍍
を
基
準
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
街
灯
の
整
備
・
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
【
監
理
課
】
 

   　
子
ど
も
の
飛
び
出
し
や
不
審
者
の
侵
入
防
止
の

た
め
に
常
時
、
門
に
か
ぎ
が
か
か
っ
て
い
て
、
迎

え
の
保
護
者
が
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
す
た
び
に

職
員
に
開
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
職
員
の
本
来

の
業
務
の
妨
げ
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
で
き
れ
ば
遠
隔
操
作
式
の
施
錠
に
で
き
ま
せ

ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  　
園
児
の
安
全
対
策
の
た
め
、
現
在
、
園
児
の
登

園
後
は
、
東
角
幼
稚
園
の
北
門
、
南
門
と
も
施
錠

し
、
北
門
に
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
取
り
付
け
て
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
迎
え
の
と
き
に
は
、
そ
の

都
度
、
職
員
室
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、
か
ぎ
を
開

け
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
の
門
扉
の
仕
様
で
は
遠
隔
操
作
は
困
難
で

す
の
で
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
安
全
確

保
の
た
め
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
学
校
教
育
課
】
 

   　
訪
問
販
売
や
家
屋
リ
フ
ォ
ー
ム
点
検
な
ど
の
悪

徳
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い
、
対
応
術
や
万
一
の
と

き
の
対
応
策
に
つ
い
て
広
報
で
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
せ
ん

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
・
男
性
）
 

  　
毎
月
、
広
報
く
み
や
ま
の
紙
面
に
消
費
生
活
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
対
応
方
法
を
掲
載
し
て
周
知
・

啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
多
様
化
す
る
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に

即
応
で
き
る
情
報
を
掲
載
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
安
全
、
安
心
な
生
活
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
産
業
課
】
 

   　
暴
力
事
件
な
ど
に
対
す
る
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
か
ら

の
緊
急
コ
ー
ル
の
消
防
署
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
・
男
性
）
 

  　
緊
急
時
に
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
か
ら
消
防
署
に
連
絡

が
入
れ
ば
、
現
場
へ
直
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
の
本
来
の
目
的
は
、
救
急
・
火

災
時
の
対
応
で
す
の
で
、
消
防
署
と
し
て
も
、
消

防
業
務
以
外
の
こ
と
に
出
動
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
関
係
機
関
へ
連
絡
す
る
な
ど

適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。
　
【
消
防
署
】
 

   　
久
御
山
団
地
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
放
置

自
転
車
や
破
損
し
た
長
い
す
を
撤
去
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
・
男
性
）
 

  　
放
置
自
転
車
や
破
損
し
た
長
い
す
を
撤
去
し
ま

し
た
。
ま
た
、
持
ち
主
が
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
引
き
取
る
よ
う
連
絡
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
引
き
続
き
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   　
エ
コ
ー
ポ
ス
ト
は
住
民
と
町
政
を
つ
な
ぐ
大
切

な
制
度
で
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
投
書
に
よ

る
住
民
の
思
い
や
願
い
を
町
政
に
反
映
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
に
掲
載
す

る
場
合
、
紙
面
の
制
約
や
要
約
に
よ
っ
て
、
論
旨

の
ズ
レ
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
せ
っ
か
く
の
住
民

の
声
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
投
函
者
に
確
認

を
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
・
男
性
）
 

  　
町
内
の
公
共
施
設
な
ど
14 
か
所
に
設
置
し
て
い

る
エ
コ
ー
ポ
ス
ト
や
年
2
回
広
報
に
折
り
込
ん
で

い
る
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
町

行
政
を
結
ぶ
大
切
な
パ
イ
プ
役
で
す
。
 

 
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

ど
は
町
が
お
こ
な
っ
て
い
る
施
策
な
ど
に
反
映
し

て
い
ま
す
。
 

 
広
報
紙
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

住
民
と
行
政
が
共
有
で
き
る
も
の
を
載
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
ご
意
見
な
ど
の
趣
旨
が
変
わ
ら
な
い
程
度
に

要
約
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
広
報
行
政
課
】
 

   　
幼
保
一
体
化
で
幼
稚
園
も
い
ろ
い
ろ
変
わ
る
よ

う
で
す
が
、
制
服
も
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
聞

き
ま
し
た
。
保
育
所
に
あ
わ
せ
て
制
服
が
廃
止
さ

れ
る
の
な
ら
仕
方
な
い
で
す
が
、
ま
っ
た
く
新
し

い
も
の
に
な
る
の
な
ら
親
の
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
に
検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  　
平
成
15 
年
度
か
ら
東
角
幼
稚
園
で
、
保
育
所
児
 

と
幼
稚
園
児
を
一
緒
に
教
育
・
保
育
す
る
幼
保
一
 

体
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
中
の
 

一
つ
と
し
て
制
服
問
題
が
あ
り
ま
す
。
 

 
今
後
、
5
歳
児
の
幼
保
一
体
化
に
向
け
て
、
制

服
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を

尊
重
し
、
負
担
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
方
法
で

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
学
校
教
育
課
】
 

     　
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

A
変
更
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
 

Q
東
角
幼
稚
園
の
北
門
の
施
錠
を
 

遠
隔
式
に
で
き
ま
せ
ん
か
 

 

A
広
報
く
み
や
ま
に
 

掲
載
し
て
い
ま
す
 

 

Q
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
へ
の
 

対
応
策
は
 

 

A
本
来
の
目
的
は
 

救
急
・
火
災
時
の
対
応
で
す
 

 シ
ル
バ
ー
ホ
ン
か
ら
の
 

緊
急
通
報
の
対
応
は
 

 

Q



 　
介
護
保
険
で
住
宅
改
修
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
格
安
で
請
け
負

っ
て
く
れ
る
工
務
店
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
家
に
来

ま
し
た
。
し
か
し
最
近
、
近
所
の
人
か
ら
高
額
の

料
金
で
ず
さ
ん
な
工
事
を
お
こ
な
う
悪
徳
業
者
の

う
わ
さ
を
聞
き
ま
し
た
。
工
事
を
頼
ん
で
良
い
も

の
か
ど
う
か
、
悩
ん
で
い
ま
す
。
 

　
住
宅
改
修
を
お
こ
な
う
業
者
の
な
か

に
は
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
た
い

の
で
格
安
で
」
と
か
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
す
」

な
ど
と
い
っ
て
低
価
格
を
装
い
、
正
規
よ
り
も
高

額
で
あ
っ
た
り
、
ず
さ
ん
な
工
事
を
お
こ
な
う
悪

質
業
者
が
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
工
事
完
了
（
購
入
）
後
に
、
利
用
者
か
ら

町
に
申
請
し
て
も
ら
っ
て
保
険
給
付
費
を
支
払
う

仕
組
み
（
償
還
払
い
）
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
悪

質
な
業
者
が
保
険
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
住
宅

改
修
を
お
こ
な
い
、
償
還
払
い
さ
れ
な
い
こ
と
で

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
り
、
利
用
者
の
状
態
に
合

わ
な
い
住
宅
改
修
を
し
て
本
人
の
自
立
が
妨
げ
ら

れ
て
い
る
と
い
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
 

①
ま
ず
、
ひ
と
り
で
決
め
な
い
で
家
族
や
ご
自
分

　
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
介
護
計
画
（
ケ

　
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
す
る
の
が
仕
事
で
す
の
で
、

　
十
分
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
訪
問
セ
ー
ル
ス
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
親
し
げ
な
態
度
や
身
な
り
、
や
さ
し
い
言
葉
に

　
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
「
結
構
で
す
・
い
い
で
す
」
と
い
っ
た
あ
い
ま

　
い
な
言
葉
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
必
要
な

　
け
れ
ば
キ
ッ
パ
リ
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
預

　
貯
金
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
明
か
さ
な
い
よ

　
う
に
し
て
、
契
約
は
慎
重
に
お
こ
な
っ
て
く
だ

　
さ
い
。
 

　
も
し
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
し
つ

こ
く
改
修
を
持
ち
か
け
る
業
者
が
い
た
場
合
は
、

京
都
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
8
 

2
１
）
0
2
１
0
ま
た
は
長
寿
健
康
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

 

ハ
ク
セ
キ
レ
イ 

（
ス
ズ
メ
目
セ
キ
レ
イ
科
） 

　
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
は
、
町
内
の
農
耕
地
や
水

辺
で
よ
く
見
ら
れ
る
留
鳥
で
す
。
 

　
大
き
さ
は
約
20
㌢
で
雌
雄
ほ
ぼ
同
色
で
す
。

雄
の
夏
羽
は
頭
か
ら
背
、
首
か
ら
胸
が
黒
く
、

額
と
ほ
お
、
腹
は
白
色
で
す
。
 

　
雌
は
全
体
的
に
雄
よ
り
淡
色
で
、
特
に
背

は
灰
色
で
す
。
 

　
繁
殖
期
以
外
は
１
羽
で
生
活
し
ま
す
が
、

田
畑
を
耕
し
た
後
な
ど
の
食
物
の
多
い
場
所

に
は
何
羽
も
集
ま
る
こ
と
が
あ
り
、
常
に
尾

羽
を
上
下
に
振
り
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
 

　
地
上
に
い
る
昆
虫
類
や
水
中
の
水
生
昆
虫

類
を
採
食
し
、
と
き
ど
き
空
中
採
食
も
し
ま

す
。
や
や
長
距
離
を
飛
ぶ
と
き
は
波
状
飛
行

に
な
り
ま
す
。
さ
え
ず
り
は
ゆ
っ
く
り
し
た

テ
ン
ポ
で
「
チ
ュ
イ
チ
ュ
イ
」
や
少
し
早
口

で
「
チ
ュ
リ
チ
ュ
リ
チ
ュ
リ
リ
チ
ュ
リ
リ
」

と
鳴
き
ま
す
。
 

 ※
波
状
飛
行
と
は
波
打
つ
よ
う
に
見
え
る
飛
び
方
 

　
（
羽
ば
た
い
た
後
に
翼
を
閉
じ
る
と
体
全
体
が
落

　
ち
る
よ
う
に
下
り
、
そ
の
後
羽
ば
た
い
て
再
び
上

　
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
）
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～食中毒に 

　注意しましょう～ 

介
護
保
険
Q
＆
A

QA  　
食
中
毒
に
注
意
が
必
要
な
季
節
で
す
。
食
中
毒

と
い
え
ば
夏
場
の
も
の
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
昨

今
は
季
節
を
問
わ
ず
発
生
し
て
お
り
、
冬
場
に
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
そ
れ
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
5
7
等
の

新
た
な
病
因
物
質
が
増
え
て
き
て
食
中
毒
発
生
の

パ
タ
ー
ン
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

　
ま
た
、
飲
食
店
で
の
食
事
が
原
因
で
発
生
す
る

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭

の
食
事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
し
、
発
生
す
る
危

険
性
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。
家
庭
で
の
発

生
で
は
症
状
が
軽
い
こ
と
や
発
生
人
数
が
少
数
の

た
め
、
風
邪
や
寝
冷
え
な
ど
と
思
わ
れ
が
ち
で
、

食
中
毒
と
は
気
づ
か
ず
重
症
に
な
っ
た
り
、
死
亡

し
た
り
す
る
例
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
 

食
中
毒
の
多
く
は
、
細
菌
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い

ま
す
。
 

　
私
た
ち
の
周
り
は
無
菌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食

べ
物
も
同
じ
で
す
。
細
菌
は
20
度
以
上
の
温
度
で

勢
い
よ
く
増
え
る
の
で
、
常
温
で
長
い
時
間
放
置

す
る
の
は
禁
物
で
す
。
 

　
家
庭
で
の
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
、
そ
し
て
、
気

持
ち
を
込
め
て
作
っ
た
食
べ
物
を
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
に
、
食
品
の
購
入
か
ら
残
っ
た
食
品
の
取

り
扱
い
ま
で
を
通
し
て
衛

生
管
理
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
予

防
の
三
原
則
は
、
「
つ
け

な
い
（
清
潔
）
、
増
や
さ

な
い
（
迅
速
・
冷
却
）
、

殺
す
（
加
熱
）
」
で
す
。
 

食
中
毒
予
防
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
 

　
①
購
入
時
に
魚
、
肉
、
野
菜
を
ポ
リ
袋
等
に
分

　
　
け
て
入
れ
る
。
 

　
②
要
冷
蔵
や
冷
凍
の
食
品
を
購
入
し
た
ら
寄
り

　
　
道
を
し
な
い
。
 

　
③
肉
や
魚
、
卵
に
触
れ
た
ら
こ
ま
め
に
手
を
洗

　
　
う
。
 

　
④
清
潔
な
ふ
き
ん
や
タ
オ
ル
を
使
う
。
 

　
⑤
ま
な
板
と
包
丁
は
肉
用
、
魚
用
、
野
菜
用
に

　
　
分
け
る
。
使
用
後
は
洗
剤
と
お
湯
で
洗
う
。
 

　
⑥
冷
凍
肉
類
等
な
ど
は
、
室
温
で
な
く
冷
蔵
庫

　
　
や
電
子
レ
ン
ジ
で
解
凍
す
る
。
 

　
⑦
中
ま
で
火
が
通
る
よ
う
、
十
分
に
加
熱
す
る
。

　
⑧
で
き
た
料
理
は
常
温
に
置
か
ず
、
早
め
に
食

　
　
べ
る
。
 

　
⑨
一
度
に
食
べ
切
れ
る
分
量
を
作
り
、
作
り
過

　
　
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

　
⑩
「
変
だ
」
と
思
っ
た
ら
捨
て
る
。
 

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課
 

 

オ
ー
 

(

※)



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
身
近
な
環
境
問
題
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
身
近
な
環
境
問
題
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し

ま
す
。
 

文
研
出
版
発
行
 

　
　
家
庭
や
企
業
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
・
種
類
・
処
理
法
、

さ
ら
に
は
環
境
問
題
と
の
関
係
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
わ
か
り
や
す
く

紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
み
ん
な
で
考
え
る
地
球
環
境
シ
リ
ー
ズ（
全
10
巻
）
」（
児
童
書
） 

金
の
星
社
発
行
 

　
地
球
上
で
起
き
て
い
る
環
境
問
題
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、

私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

「
こ
れ
は
た
い
へ
ん
！
ゴ
ミ
の
話（
全
8
巻
）」（
児
童
書
） 

学
習
研
究
社
発
行
 

　
人
間
活
動
の
活
発
化
が
も
た
ら
し
た
環
境
破
壊
の
現
状
を
、
写
真

を
豊
富
に
使
っ
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

「
地
球
環
境
白
書
（
全
6
巻
）
」
 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

10

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

　
図
書
館
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
、
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
図
書
を

自
宅
な
ど
へ
配
送
す
る
貸
し
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
配
送
貸
出
の
対
象
と
な
る
人
や
利
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
図

書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

★
ク
ー
ル
・
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
 

　
―
月
の
輝
く
庭
で
―
 

（
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
作
）
 

　
病
気
の
た
め
太
陽
の
光
を
あ
び
る
こ

と
が
で
き
な
い
少
女
ラ
イ
ラ
。
月
あ
か

り
の
下
の
あ
た
た
か
い
生
活
 

★
燃
ゆ
る
想
ひ
を
 

（
鈴
木
　
輝
一
郎
著
）
 

　
関
ヶ
原
の
合
戦
。
薬
問
屋
の
女
主
人
「
と

き
」
は
傷
だ
ら
け
の
落
ち
武
者
と
出
会
う
。

運
命
的
な
出
会
い
の
行
方
 

■材料（4人分） 

作り方 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

中華風レタス巻き 

339キロカロリー／1人分 

①　みじん切りのカシューナッツをサ
　ラダ油でいため、赤唐辛子とＡを加
　えて、ナッツ入りのみそを作ります。 
②　ゆでたいかとハムを千切りにして、
　鶏肉は蒸して細かく裂きます。 
③　三度豆はゆでて斜め千切り、なす

　は半分に切って蒸します。トマトは
　半分に切って薄切りにします。 
④　中華麺はゆでて、ごま油を少々か
　けて小さくまとめ、レタスに乗せます。
　②と③を彩りよく盛り合わせ、①を
　添えて出来上がりです。 
 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

6
日
b
・
13
日
b
・
20
日
b
・
27
日
b
・
 

30
日
e

いか 
ハム 
鶏胸肉 
三度豆 
トマト 
なす 

中華麺 
カシューナッツ 
サラダ油 
赤唐辛子 
レタス 
ごま油 
 

みそ 
みりん 
砂糖 
水 
しょうゆ 

 
 
A

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1杯 
・・・・・・・・・・・・・80グラム 
・・・・・・・・・・・・1／2枚 
・・・・・・・・・・60グラム 
・・・・・・・・・・・・・・・・1個 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・2玉 
・・・50グラム 

・・・・・・・・大さじ2 
・・・・・・・・・・・・・1本 

・・・・・・・・・・・・・・・適量 
・・・・・・・・・・・・・・・適量 

 

・・・・・・・80グラム 
・・・・・大さじ2 

・・・・・・・・大さじ3 
・・・・・・・・・・・・・・50cc 

・・・大さじ1 
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。図
書
配
送
サ
ー
ビ
ス
 

★
と
く
べ
つ
な
　
い
ち
に
ち
 

（
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
ヤ
ハ
テ
ン
ベ
ル
フ
作
）
 

　
ア
ル
ノ
は
、
緊
張
し
な
が
ら
教
室
に

向
か
っ
て
歩
い
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

学
校
は
何
も
か
も
が
ド
キ
ド
キ
 

「
京
都
議
定
書
の
国
際
制
度
」
 

高
村
ゆ
か
り
・
亀
山
康
子
編
集
 

　
地
球
温
暖
化
と
気
候
異
変
を
引
き
起
こ
す
二
酸
化
炭
素
（
C
O
）

排
出
量
の
増
勢
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
採
択
さ
れ
、
2
月
に
発
効

し
た
京
都
議
定
書
に
つ
い
て
紹
介
 

2

★
い
い
女
 

（
藤
本
　
ひ
と
み
著
）
 

　
女
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
は
。
夢
を

現
実
に
し
よ
う
と
挑
戦
し
た
女
性
の
姿

を
リ
ア
ル
に
描
く
。
 



手
話
教
室
 

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
 

荒
見
苑
七
夕
ま
つ
り
 

や
ま
し
ろ
直
売
所
探
検
隊
 

身
体
障
害
者
料
理
教
室
 

平
和
の
た
め
の
小
・
中
学
生
 

広
島
派
遣
 

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
 

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集
 

や
ま
し
ろ
食
と
農
の
 

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

日　　時 場　所 内　　　　容 

6 月 9 日e 
13：30～15：30

議会棟4階 
特別会議室 

議会棟4階 
特別会議室 

講演／悪用される個人情報 
　　　～最近の消費者トラブル～ 
講師／京都府山城広域振興局 
　　　消費生活相談員　森崎　秀子さん 

6月16日e 
9：00～16：30

役場庁舎 
1階ロビー 
9：00集合 

施設見学（昼食付き） 
　　「八木町農村環境公園　氷室の郷」 
　　「日本ミルクコミュニティ　京都工場」 

6月23日e 
13：30～15：30

講演／地球にやさしいくらしを私たちから 
講師／特定非営利活動法人環境市民 
　　　代表理事　　本　育生さん 
 
 

すぎもと　　いく お 

                
 初

心
者
向
け
の
教
室
で
、
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹

介
が
で
き
る
手
話
を
学
び
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
13 
日
か
ら
10 
月
31
日
ま
で
の
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
、
8
月
15 
日
を
除
く
全
17 
回
）

午
後
7
時
〜
9
時
　
 

場
所
／
中
央
公
民
館
　
　
　
　
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
　
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
　
 

申
し
込
み
／
6
月
10 
日
f
ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ
。
 

電
話
可
 

   町
で
は
、
夏
休
み
に
小
・
中
学
生
を
被
爆
地
に

派
遣
す
る
「
平
和
の
た
め
の
小
・
中
学
生
広
島
派

遣
」
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
程
／
7
月
21
日
e
〜
22
日
f
 

行
き
先
／
広
島
市
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
6
年
生
・
中
学
１
年
生
 

定
員
／
70
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
6
月
10 
日
f
ま
で
に
町
内
の
小
・
中

学
校
お
よ
び
社
会
教
育
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
社

会
教
育
課
へ
。
 

※
昨
年
度
の
参
加
者
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
 

  町
と
京
都
府
で
は
、
み
な
さ
ん
の
豊
か
な
生
活

を
充
実
さ
せ
る
一
助
と
し
て
、
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
・
内
容
／
左
表
の
と
お
り
 

定
員
・
費
用
／
25
人
・
5
0
0
円
（
6
月
16 
日
e

の
施
設
見
学
の
み
定
員
が
あ
り
、
費
用
が
必

要
で
す
。
原
則
と
し
て
、
3
回
出
席
で
き
る

人
を
優
先
し
ま
す
）
 

申
し
込
み
／
6
月
7
日
c
ま
で
に
産
業
課
へ
。
電

話
可
 

                町
で
は
、
骨
の
健
康
の
た
め
に
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
6
月
30
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
骨
密
度
測
定
と
結
果
説
明
、
個
別
相
談
、

栄
養
の
話
と
運
動
実
践
な
ど
。
 

定
員
／
60
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
6
月
8
日
d
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  
日
時
／
7
月
１
日
f
　
午
前
11 
時
〜
午
後
3
時
30

分
 

場
所
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
１
0
0
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
同
苑
へ
。
電
話
可
 

  さ
つ
き
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
料
理
教
室
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
6
月
20
日
b
　
午
前
10 
時
〜
午
後
0
時
30

分
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
調
理
実
習
室
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
材
料
費
）
 

申
し
込
み
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

※
通
所
が
困
難
な
人
は
送
迎
し
ま
す
。
 

  町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
福
祉
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
社
会
福

祉
協
議
会
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

会
費
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
 

会
費
／
普
通
会
費
　
一
口
5
0
0
円
 

　
　
　
特
別
会
費
　
一
口
2
，
0
0
0
円
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

  
日
時
／
6
月
16 
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分
 

場
所
／
府
田
辺
総
合
庁
舎
集
合
・
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま

し
ろ
本
店
解
散
（
移
動
は
借
上
バ
ス
）
 

定
員
／
21 
人
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
、
ハ

ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

費
用
／
無
料
（
昼
食
代
、
田
辺
総
合
庁
舎
ま
で
の

費
用
は
自
己
負
担
）
 

申
し
込
み
／
6
月
7
日
c
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

府
山
城
広
域
振
興
局
農
林
商
工
部
企
画
調
整

室
（
〒
６１１ 
‐
００２１
宇
治
市
宇
治
若
森
7
の
6
）

へ
。
6
0
7
7
4
（
2
2
）
8
8
6
5
 

Ｅ
メ
ー
ル
　yam

ashin-no-kikaku@
 

m
ail.pref.kyoto.jp

 

問
い
合
わ
せ
／
同
企
画
調
整
室
1
0
7
7
4
（
2
1
）

3
2
2
9
 

   
日
時
／
6
月
23
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

場
所
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽
（
城
陽
市
寺
田
今
堀
１
）
 

費
用
／
無
料
（
会
場
ま
で
の
費
用
は
自
己
負
担
）
 

申
し
込
み
／
6
月
16 
日
e
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
記
入

の
う
え
、
府
山
城
広
域
振
興
局
農
林
商
工
部

企
画
調
整
室
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
企
画
調
整
室
 

11

62005
June



 

  
7
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
で
は
、
町
民
プ
ー
ル

の
監
視
員
と
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

期
間
／
7
月
10 
日
a
〜
8
月
31
日
d
 

勤
務
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
 

応
募
資
格
／
18 
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
健
康
で
ま
じ

め
に
勤
務
で
き
る
人
（
高
校
生
は
不
可
）
 

募
集
人
員
／
監
視
員
20
人
、
事
務
員
5
人
 

賃
金
／
監
視
員
　
平
日
　
 
 
 
6
，
5
0
0
円
 

 
 
 
 
 
 
 
土
・
日
・
祝
日
　
7
，
0
0
0
円
 

　
　
　
事
務
員
　
平
日
　
 
 
 
5
，
5
0
0
円
 

 
 
 
 
 
 
 
土
・
日
・
祝
日
　
6
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
6
月
17 
日
f
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真

を
貼
付
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
同
事
業
団
（
総

合
体
育
館
内
）
へ
。
 

     
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
を
さ
れ
ま
す
と
、
家

屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
。
 

家
屋
の
評
価
と
は
、
新
築
、
増
築
さ
れ
た
居
宅

や
倉
庫
、
工
場
な
ど
の
評
価
額
を
決
定
し
、
来
年

度
か
ら
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
課
税
す

る
た
め
の
調
査
で
す
。
該
当
す
る
人
に
は
、
事
前

に
お
伺
い
す
る
日
時
を
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
9
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
園
庭
で
の
戸
外
遊
び
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
17 
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4
（
5
 

　
　
5
）
5
9
8
１
ま
た
は
社
会
福
祉
課
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
こ
と
は
、
犬
を
飼
う
う
え
で
の
大
切
な

モ
ラ
ル
で
す
。
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

・
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
散
歩
の
と
き

も
必
ず
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

・
犬
の
散
歩
に
は
フ
ン
を
と
る
用
具
（
紙
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
）
を
必
ず
携
帯
し
、

犬
が
散
歩
中
に
し
た
フ
ン
は
、
飼
い
主
が
そ
の

場
で
拾
っ
て
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
処
理
し
ま

し
ょ
う
。
 

・
飼
い
主
が
拾
え
な
い
場
所
で
は
フ
ン
を
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

〈
フ
ン
の
と
り
方
〉
　
 

フ
ン
の
上
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
か
ぶ
せ

ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
袋
の
よ
う
に
し
て
フ
ン

を
つ
か
み
、
袋
を
反
転
し
て
口
を
し
ば
れ
ば
簡
単

に
拾
え
ま
す
。
 

ま
た
、
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫

は
、
次
の
日
時
に
つ
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
　
毎
週
火
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜
2
時
20
分

府
山
城
北
保
健
所
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
　
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
ご
家
庭
や
事
業
所
で
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
の
工
事
や
敷
地
内
の
改
造
工
事
は
、
町
の

指
定
を
受
け
た
「
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
業

者
」
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
の
際
に
は
、

工
事
業
者
が
指
定
業
者
で
あ
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
最
近
、
町
内
の
ご
家
庭
を
悪
質
な
業
者

が
訪
問
し
、
宅
内
の
排
水
設
備
の
点
検
や
清
掃
の

勧
誘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
町
で
は
、

こ
の
よ
う
な
点
検
作
業
を
業
者
に
委
託
し
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
業
者
は
、
わ
ず
か
な
作
業
で
高

額
な
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ら

な
い
も
の
は
、
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

   
65
歳
以
上
の
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
、
介
護
保

険
料
の
額
等
を
記
載
し
た
納
入
通
知
書
を
6
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
な
い
人
）
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
と
口
座
振
替

の
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

   
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票
の
更
新
手
続
き
を
受

け
付
け
ま
す
。
 

期
間
／
7
月
29
日
f
ま
で
 

時
間
／
午
前
9
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
5
時
 

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
お
よ
び
綴
喜
分
室
 

必
要
な
書
類
／
臨
床
調
査
個
人
票
・
申
請
書
・
税

額
証
明
・
健
康
保
険
証
の
写
し
 

問
い
合
わ
せ
／
同
保
健
所
保
健
室
1
0
7
7
4
（
2

１
）
2
9
１
１
、
綴
喜
分
室
1
0
7
7
4
（
6
3
）

5
7
4
5
 

  
国
民
年
金
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
 

農
業
、
自
営
業
な
ど
の
人
と
、
そ
の
配
偶
者
や

学
生
の
人
な
ど
、
第
１
号
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

は
、
自
分
で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
険

料
の
納
付
は
、
将
来
に
年
金
を
受
け
る
権
利
を
確

保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。
 

免
除
申
請
は
、
住
民
課
へ
印
鑑
（
自
署
の
場
合

は
不
要
）
と
、
学
生
の
人
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
）、

退
職
さ
れ
た
人
は
離
職
票
等
（
コ
ピ
ー
）
を
添
付

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
ま
た
は
京
都
南
社
会
保
険

事
務
所
1
0
7
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
 

 

町
民
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
 

サ
ロ
ン
☆
ア
ニ
マ
ー
ト
 

介
護
保
険
料
 

納
入
通
知
書
の
送
付
 

下
水
道
工
事
は
指
定
業
者
で
 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票
 

更
新
手
続
き
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

家
屋
の
評
価
に
ご
協
力
を
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

ち
ょ
う
ふ
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近
年
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り
す
ま
し
、
転
入
・

転
出
な
ど
の
届
け
出
が
さ
れ
る
な
ど
、
虚
偽
の
届

け
出
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
虚
偽
の
届
出
を
防
止
・
早
期
発
見
し
、

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
6
月
１
日
か
ら
転

入
届
・
転
出
届
・
転
居
届
・
世
帯
主
変
更
届
の
際

に
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
社
員
証
・
診
察
券
な

ど
）
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

窓
口
で
届
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
や
使
者
（
第
三
者
関
係
人
）
に
よ
る
届
け
出

の
場
合
は
、
届
け
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
当
事
者
に

郵
便
等
に
よ
り
、
届
出
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

  
「
危
険
物
　
か
さ
ね
る
無
事
故
の
　
金
メ
ダ
ル
」

を
推
進
標
語
に
6
月
5
日
a
か
ら
11 
日
g
ま
で
危

険
物
安
全
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
 

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
危
険
物
は
私
た
ち
の

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
使
用

方
法
を
ま
ち
が
え
る
と
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

危
険
物
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
所
で

は
自
主
保
安
体
制
の
確
立
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に

は
危
険
物
の
正
し
い
取
り
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
学
校
や
友
人
関
係
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
、
子

ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
を
対
象
に
、

教
育
相
談
員
や
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
、
小
・

中
学
生
、
保
護
者
、
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
 

相
談
日
／
毎
週
火
〜
金
曜
日
 

相
談
時
間
／
午
前
10 
時
〜
午
後
5
時
 

相
談
場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
教
育
相
談
室
 

相
談
方
法
／
電
話
相
談
1
0
7
7
4
（
4
6
）

5
6
4
0
ま
た
は
来
所
相
談
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
ゆ
う
ゆ
う
広
場
は
、
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行

け
な
い
状
況
に
あ
る
小
・
中
学
生
の
た
め
に
、
子

ど
も
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
自
主
性
を
大
切
に
し

な
が
ら
学
校
に
適
応
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
す
る

教
室
で
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
 

開
室
日
／
毎
週
火
〜
金
曜
日
 

開
室
時
間
／
午
前
9
時
〜
正
午
（
第
3
木
曜
日
は

午
後
3
時
ま
で
）
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
教
育
相
談
室
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
ま
た
は
教
育
相
談
室

1
0
7
7
4
（
4
6
）
5
6
4
0
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の
親
子

を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
き
ま
す
。
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
16 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
子
育
て
中
の
親
子
　
 

内
容
／
虫
歯
予
防
と
歯
の
磨
き
方
・
本
の
読
み
聞

か
せ
 

費
用
／
無
料
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

     

   
町
体
育
協
会
で
は
、
町
総
体
の
各
種
大
会
を
開

き
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 日
時
／
6
月
26
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
連
盟
登
録
チ
ー
ム
 

試
合
方
法
／
ク
ラ
ス
別
グ
ル
ー
プ
戦
お
よ
び
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
登
録
料
含
む
）
 

申
し
込
み
／
6
月
14 
日
c
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
 

 日
時
／
7
月
3
日
a
　
午
前
9
時
45
分
か
ら
 

場
所
／
松
園
ボ
ウ
ル
（
宇
治
市
小
倉
町
）
 

対
象
／
①
親
子
の
部
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
と

そ
の
子
ど
も
（
小
学
生
）
 

②
総
体
の
部
　
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以

上
の
人
（
大
学
生
は
不
可
）
 

③
一
般
の
部
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
（
中
学
生
以
上
）
 

定
員
／
①
20
組
　
②
42
人
　
③
60
人
（
い
ず
れ
も

先
着
順
）
 

費
用
／
各
種
目
と
も
１
，
0
0
0
円
（
小
学
生
は

無
料
）、
貸
し
靴
代
は
自
己
負
担
 

申
し
込
み
／
6
月
19 
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
不
可
 

※
総
体
の
部
は
、
府
民
総
体
の
選
手
選
考
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

6
月
１
日
d
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

6
月
14 
日
c
・
28
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

6
月
16 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

   【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

 
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

〈5月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 6 9人　 
8 , 5 8 0人　 
8 , 5 8 9人　 
6 , 4 9 0世帯 

〈4月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

2 2人　 
1 1人　 
8 1人　 
9 6人　 

転
入
･
転
出
時
等
の
本
人
確
認
 

ゆ
う
ゆ
う
広
場
 

▼
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

▼
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン
 

危
険
物
安
全
週
間
 

教
育
相
談
 

（
前
月
比
／
減
４
人
）
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
、
6
月
10 
日
f
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に

つ
い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
 

日
時
／
6
月
10 
日
f
・
11 
日
g
・
17 
日
f
・
18 
日

g
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
室
で

す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
ワ
ー
ド
 

日
時
／
6
月
21
日
c
・
22
日
d
・
23
日
e
・
24
日

f
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
6
月
9
日
〜
7
月
28
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

          ▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
6
月
8
日
d
・
16 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4

時
　
17 
日
f
　
午
後
5
時
〜
8
時
　
26
日
a

午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
8
日
d
・
22
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
6
月
8
日
d
・
22
日
d
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
6
月
11 
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30

分
　
18 
日
g
・
25
日
g
　
午
後
8
時
〜
9
時
 

　
　
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

          日
時
／
6
月
11 
日
g
・
18 
日
g
　
午
前
9
時
30
分

〜
11 
時
　
25
日
g
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
各
20
人
 

  日
時
／
6
月
26
日
a
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
プ
ラ
カ
ッ
プ
で
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
11 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
自
然
や
科
学
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
、
楽
し

く
学
習
し
ま
す
。
今
回
は
「
マ
ジ
ッ
ク
（
手

品
）
Ⅱ
」
で
す
。
 

定
員
／
15 
人
  

  日
時
／
6
月
11 
日
g
 
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
（
な
る
べ

く
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）
 

内
容
／
古
代
米
を
栽
培
し
、
秋
に
は
収
穫
を
体
験

し
ま
す
。
今
回
は
「
田
植
え
」
で
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
6
月
12 
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
顕
微
鏡
を
使
っ
て
水
生
生
物
を
観
察
し
ま

す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

親
子
で
科
学
体
験
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

申込は6月1日D

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

 

10774（45）0002

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

小
学
生
ビ
デ
オ
学
習
教
室
 

古
代
米
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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  日
時
／
6
月
19 
日
a
 
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
顕
微
鏡
を
使
っ
て
水
生
生
物
を
観
察
し
ま

す
。
 

定
員
／
16 
人
 

  日
時
／
6
月
25
日
g
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
プ
ラ
カ
ッ
プ
で
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
24
日
f
　
午
前
8
時
50
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
木
津
川
河
川
敷
で
野
鳥
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
15 
人
 

  日
時
／
6
月
10 
日
f
・
17 
日
f
・
24
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
6
月
3
日
f
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
楽
し
く
遊
び
、
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
。
 

定
員
／
20
組
程
度
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）
 

         日
時
／
①
6
月
11 
日
g
　
②
25
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

　
　
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

               日
時
／
①
6
月
12 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
16 

日
e
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
電
話
不
可
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
9
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
24
日

f
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

         日
時
／
6
月
17 
日
f
・
24
日
f
・
7
月
１
日
f
・

8
日
f
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
書
道
サ
ー
ク
ル
講
師
の
日
垣
翠
峰
さ
ん
に

実
用
書
道
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
教
材
費
の
み
実
費
 

  日
時
／
6
月
18 
日
g
・
25
日
g
（
2
回
コ
ー
ス
）

午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
打
ち
そ
ば
と
、
秘
伝
の
だ
し
作
り
を
学

び
ま
す
。
 

定
員
／
12 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

              日
時
／
6
月
27
日
b
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
7
月

15 
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
（
2

回
コ
ー
ス
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
季
節
の
食
材
で
、
保
存
食
の
漬
け
込
み
方

を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
6
月
30
日
e
・
7
月
5
日
c
（
2
回
コ
ー

ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
黒
長
袖
シ
ャ
ツ
で
脱
色
染
め
を
、
白
半
袖

シ
ャ
ツ
で
箱
詰
染
色
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
阪
本
冨
美
代
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
3
，
5
0
0
円
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
2
枚
分
）
 

〈町民プール前テニスコートの閉鎖について〉 

漬
け
物
（
梅
干
し
）
教
室
 

染
め
物
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
書
道
）
教
室
 

そ
ば
打
ち
教
室
 

申込は6月2日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は6月2日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

小
学
生
工
作
教
室
 

小
学
生
科
学
教
室
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

ほ
ほ
え
み
の
集
い
 

15 町民プール前テニスコートは、７月１日Fから９月９日Fまでの期間は利用できません。ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。 
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10か月児健診（5月18日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

～１時55分 
午後１時40分 

9日E
※ 

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

27日B成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 

会場は、すべて保健センター（※は、いきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参くだ
さい。 
予防接種・乳幼児健診の実施日に送迎バスを運行しますので、ご利用ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

健 　 診 ・ 相 　 談  

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  14日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）・日本脳炎は、個別接種とな
　っています。 
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこない
　ません。 

予　防　接　種 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

3日F

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  

10日F

10 か 月 児 健 診  

27日B

24日F3 歳 児 健 診  

14日C

1 歳 8 か 月 児 健 診  

3 ～ 4 か 月 児 健 診  

乳 　 幼 　 児  

15日D

2歳6か月児歯科健診 

ことば・しつけ・栄養などの相談 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

～11時 
午前9時30分 

～１時40分 
午後１時20分 

～2時 
午後１時20分 

～2時 
午後１時20分 

～１時50分 
午後１時20分 

歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

医師による健康診査 
離乳・保育・栄養などの指導 

個人通知が届いた人 

平成14年11月生まれ 

平成15年9月生まれ 

平成13年11月生まれ 

平成16年8月生まれ 

母　子　保　健 

～2時 
午後１時20分 
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開地・

佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西） 

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

10日 
13日 

16日 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

1日 
（第１水曜日） 
15日 

（第３水曜日） 

8日 
（第２水曜日） 
22日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

6月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、中身
　の見える袋に入れて出して
　ください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

家庭における消費電力量の占める割合 

（平成14年度推定実績） 

　「省エネとはどうすればいいのか、よくわから
ない」といった人に、簡単なエコライフを今号か
らシリーズで紹介しますので活用してください。 

   家庭でいちばん電気を消費するのは？ 
　家庭で使われる消費電力量のトップはエアコン
です。2位が冷蔵庫、3位が照明です。これらの機
器で消費電力量全体の半分以上を占めています。 
　電化製品を購入するときは、省エネ製品を選び、
エアコンや照明はこまめに消して、省エネと家計
の節約をしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.1

　緑の省エネ性マーク 
「省エネ基準達成率100％以上の 
製品につきます」 

エアコン 
（冷房） 
10.5％ 

エアコン 
（暖房） 
14.2％ 

冷蔵庫 
16.1％ 

照明 
15.8％ 

テレビ 
9.6％ 

その他 
21.8％ 食器洗浄乾燥機 

     1.4％ 

衣料乾燥機 
     2.7％ 

温水洗浄便座 
     3.7％ 

電気カーペット 
     4.2％ 

6月5日は環境の日です。地球温暖化防止（省エネ）にご協力ください 
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大峯山行者まいりの旅（6） 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

歌
書
よ
り
も
軍
書
に
悲
し
吉
野
山
 

　▲吉野水分神社本殿（重文） 

蔵王権現 

  　
洞
辻
茶
屋
か
ら
大
峯
奥
駈
道
を
縦
走

し
て
、
奥
吉
野
の
青
根
ヶ
峰
（
八
五
八

メ
ー
ト
ル
）
の
麓
に
着
い
た
野
村
繁
栄

講
の
一
行
は
、
愛
染
谷
の
崖
上
に
建
立

さ
れ
て
い
る
愛
染
堂
に
参
詣
し
た
。
 

　
役
行
者
の
母
親
の
像
（
母
公
像
）
を

祀
る
こ
の
堂
は
、
通
称
愛
染
堂
あ
る
い

は
愛
染
宝
塔
院
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

正
し
く
は
安
禅
寺
と
い
う
。
明
治
初
年

に
廃
寺
と
な
り
、
現
在
は
跡
地
だ
け
が

残
る
。
本
尊
の
蔵
王
権
現
や
母
公
像
は

山
下
蔵
王
堂
に
移
安
さ
れ
て
い
る
。
 

　
参
詣
を
終
え
た
一
行
は
山
下
へ
と
歩

み
を
進
め
、
「
道
中
記
」
に
は
、
「
是

よ
り
二
丁
右
が
わ
ニ
こ
ん
け
う
大
明
神

前
ニ
け
ぬ
け
ノ
塚
、
此
所
よ
り
行
場
へ

五
丁
ば
か
り
右
ニ
有
、
蝙
蝠
大
明
神
有

り
」
と
あ
る
。
記
事
に
み
え
る
「
こ
ん

け
う
大
明
神
」
と
は
、
吉
野
八
社
明
神

の
ひ
と
つ
で
、
金
峯
神
社
の
こ
と
で
あ

る
。
祭
神
の
金
山
彦
神
は
金
峯
山
の
地

主
神
で
、
こ
の
山
に
埋
ま
っ
て
い
る
と

信
じ
ら
れ
た
黄
金
の
守
護
神
と
さ
れ
る
。
 

　
ま
た
、
「
け
ぬ
け
ノ
塚
」
は
、
金
峯

神
社
拝
殿
の
左
側
の
小
道
を
下
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
宝
形
造
・
檜
皮
葺
き
の

質
素
な
塔
（
四
角
い
小
堂
）
で
、
吉
野

大
衆
に
追
わ
れ
た
源
義
経
は
、
武
蔵
坊

弁
慶
・
佐
藤
忠
信
ら
の
家
臣
と
塔
内
に

隠
れ
て
い
た
が
、
追
手
か
ら
逃
れ
る
た

め
、
塔
を
蹴
破
っ
た
と
い
う
伝
え
が
あ

り
、
蹴
抜
け
の
塔
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
塔
は
明
治
三
十
九
年
（
一

九
○
六
）
に
焼
失
。
現
在
の
塔
は
そ
の

後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
さ
て
、
一
行
は
次
に
、
「
蝙
蝠
大
明

神
」
と
い
う
奇
妙
な
名
前
の
神
社
に
参

詣
し
て
い
る
。
一
行
が
参
詣
し
た
「
蝙

蝠
大
明
神
」
と
は
、
お
そ
ら
く
吉
野
水

分
神
社
（
子
守
明
神
）
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
吉
野
水
分
神
社
の
祭
神
は
天
之
水

分
大
神
と
い
い
、
「
み
く
ま
り
」
と
は

水
配
り
の
意
で
、
流
水
の
分
配
を
つ
か

さ
ど
り
、
分
水
嶺
な
ど
に
祀
ら
れ
る
神

で
あ
る
。
そ
の
「
水
配
り
」
が
「
み
く

ば
り
」
「
み
く
ま
り
」
と
訛
っ
て
「
み

ご
も
り
」
「
こ
も
り
」
「
子
守
」
と
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
安
時
代
中
期

に
は
子
授
け
、
子
守
の
神
と
し
て
広
く

信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
野
村
の

一
行
が
子
守
明
神
を
蝙
蝠
明
神
と
聞
き

違
え
て
「
道
中
記
」
に
誤
記
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
「
道
中
記
」
に
は
、
さ
ら
に
続
け
て

「
か
ね
の
寺
吉
野
三
郎
の
釣
鐘
あ
り
日

本
三
ッ
の
か
ね
と
い
ふ
」
と
記
し
て
い

る
。
鐘
の
寺
吉
野
三
郎
の
釣
鐘
と
は
、

明
治
の
初
め
に
廃
寺
と
な
っ
た
世
尊
寺

の
鐘
（
重
文
）
の
こ
と
で
、
高
さ
一
六

六
セ
ン
チ
、
重
さ
が
二
・
七
ト
ン
も
あ

り
、
東
大
寺
の
「
奈
良
太
郎
」
、
高
野

山
の
「
高
野
二
郎
（
四
郎
）
」
と
並
ん

で
「
吉
野
三
郎
」
あ
る
い
は
「
三
郎
鐘
」

と
呼
ば
れ
、
日
本
三
古
鐘
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
 

　
一
行
は
上
千
本
の
水
分
神
社
か
ら
、

中
千
本
に
あ
る
吉
水
院
へ
と
下
る
。
吉

水
院
は
金
峯
山
寺
の
塔
頭
の
ひ
と
つ
で
、

檜
皮
葺
き
の
書
院
（
重
文
）
は
、
延
元

元
年
（
一
三
三
六
）
吉
野
に
還
幸
さ
れ

た
後
醍
醐
天
皇
が
行
在
所
と
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
神
仏
分
離

令
と
修
験
道
廃
止
令
で
危
う
く
取
り
壊

さ
れ
か
け
た
が
、
後
醍
醐
天
皇
・
楠
木

正
成
・
宗
信
法
印
を
祭
神
と
し
て
吉
水

神
社
を
創
立
し
て
切
り
抜
け
た
。
 

　
な
お
、
「
道
中
記
」
に
は
「
弁
け
い

の
力
石
・
よ
し
つ
ね
の
駒
の
足
跡
有
り
、

誠
ニ
ふ
し
ぎ
な
り
」
と
あ
っ
て
、
吉
水

神
社
境
内
に
弁
慶
力
釘
・
義
経
馬
蹄
跡

が
あ
る
。
吉
野
山
全
域
に
は
今
も
義
経

主
従
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
て
、
室
町

時
代
初
期
に
書
か
れ
た
源
義
経
の
一
代

記
で
あ
る
『
義
経
記
』
に
よ
る
と
、
源

頼
朝
が
金
峯
山
寺
へ
宛
て
た
「
義
経
追

捕
状
」
に
よ
っ
て
、
僧
兵
ら
の
態
度
は

一
変
し
、
吉
水
院
に
し
ば
ら
く
匿
わ
れ

て
い
た
義
経
主
従
は
、
吉
水
院
を
出
て

山
中
深
く
分
け
入
っ
た
と
い
う
。
こ
の

吉
水
院
に
は
、
室
町
時
代
の
様
式
を
伝

え
る
「
源
義
経
潜
居
の
間
」
や
「
弁
慶

思
案
の
間
」
が
あ
り
、
義
経
主
従
の
遺

品
や
南
朝
関
係
の
資
料
が
多
数
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
 

　
さ
て
、
吉
水
院
の
参
詣
を
終
え
た
一

行
は
、
次
の
参
詣
先
で
あ
る
吉
野
山
の

中
心
、
金
峯
山
寺
（
山
下
蔵
王
堂
）
へ

と
歩
み
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
 

　
歌
書
よ
り
も
軍
書
に
悲
し
吉
野
山
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
考
 

　
花
の
名
所
、
吉
野
山
に
は
悲
運
の
若

武
者
源
義
経
と
静
御
前
の
足
跡
、
王
政

復
古
を
悲
願
と
し
た
南
朝
哀
史
の
史
跡

が
全
山
に
残
っ
て
い
る
。
 

　
八
百
年
以
上
を
経
た
今
も
、
訪
れ
る

人
々
の
深
い
悲
し
み
を
誘
う
。
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だ
い
し
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つ
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き
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ま
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こ
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鐘
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